
平 成
へいせい

23年
ねん

6月
がつ

23日
にち

(木
もく

) 

 

「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

の概 要
がいよう

 

 

 

1. 市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み
たされないニーズ

に ー ず
」の把握

はあく
や社 会

しゃかい
資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

 

社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

やニーズ
に ー ず

の発 掘
はっくつ

のために、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の活性化
かっせいか

（当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

の参 画
さんかく

、市 町 村
しちょうそん

への提 言
ていげん

、モニタリング
も に た り ん ぐ

（日 常 的
にちじょうてき

な評 価
ひょうか

と点 検
てんけん

）機能
きのう

を持
も
たせる等

とう
）が重 要

じゅうよう
。 

 

2. 24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が必 要
ひつよう

な人
ひと

への市 町 村
しちょうそん

や 圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

 

どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

がある人
ひと

でも、またどこに住
す
んでいても、地域

ちいき
社 会
しゃかい

で暮
く
らす

権利
けんり

が満
み
たされるために必 要

ひつよう
な支 援 量

しえんりょう
は提

てい
供
きょう

されるべきであり、そのための

財 源
ざいげん

確保
かくほ

が重 要
じゅうよう

。 

 

3. コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

・移動
いどう

支援
しえん

におけるシームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

と格差
かくさ

の解 消
かいしょう

 

通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

などにおけるシームレス
し ー む れ す

な（継
つ
ぎ目

め
のない）移動

いどう
支援
しえん

、失 語 症
しつごしょう

や

記憶
きおく

障 害
しょうがい

などの重
おも

い言語
げんご

障 害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

してのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、

盲
もう

ろう 者
もの

へのパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

制度
せいど

を 参 考
さんこう

にした支援
しえん

のあり 方
かた

を

検 討
けんとう

するべきである。 

 

4. 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの事 業
じぎょう

内 容
ないよう

や小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

について 

小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

はその多様
たよう

な 実 態
じったい

をふまえて地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに

発 展 的
はってんてき

・ 安 定 的
あんていてき

に 集 約
しゅうやく

し、設置
せっち

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

を 行
おこな

い一元化
いちげんか

する 一 方
いっぽう

、

定 員
ていいん

・内 容
ないよう

については、自治体
じちたい

に裁 量
さいりょう

を持
も
たせる等

とう
の工夫

くふう
も必 要

ひつよう
。 

 

5. 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

について 

施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

移行
いこう

する 人
ひと

や 親 元
おやもと

から 独 立
どくりつ

して 別
べつ

市 町 村
しちょうそん

で暮
く
らす

障 害 者
しょうがいしゃ

については、出 身
しゅっしん

自治体
じちたい

が一 定
いってい

年度
ねんど

の財 政
ざいせい

負担
ふたん

をした上
うえ

で、居 住
きょじゅう

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい
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自治体
じちたい

が支 給
しきゅう

決 定
けってい

することも検 討
けんとう

を要
よう

する。また地域
ちいき

生 活
せいかつ

する重 度 者
じゅうどしゃ

に

ついて、現 行
げんこう

の国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

以 上
いじょう

は国
くに

負担
ふたん

を原 則
げんそく

とし、無理
む り

な場合
ばあい

でも、

例
たと

えば、都道府県
とどうふけん

での基金化
ききんか

も含
ふく

め市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を大 幅
おおはば

に引
ひ
き下

さ
げる対 応

たいおう
を

考
かんが

えるべき。 

 

6 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解 決
かいけつ

について 

現 状
げんじょう

は、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が自治体
じちたい

の 実 質 的
じっしつてき

なサービス
さ ー び す

の 上 限
じょうげん

となっている

実 態
じったい

がある。必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

のためには、はじめに予算
よさん

ありきではなく、

まずは障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を中 心
ちゅうしん

に検 討
けんとう

し、「地域
ちいき

で暮
く
らす権利

けんり
」を保 障

ほしょう
するた

めの財 源
ざいげん

を確保
かくほ

すべきである。また、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

への復 興
ふっこう

・新 生
しんせい

に向
む
け、入 所

にゅうしょ
・入 院

にゅういん
施設
しせつ

への投 入
とうにゅう

財 源
ざいげん

を、地域
ちいき

資源
しげん

へ組
く
み替

か
えすることも

検 討
けんとう

すべき。 

 

 

7. 自治体
じちたい

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を 促 進
そくしん

するための具体的
ぐたいてき

な 方 策
ほうさく

について 

本 人
ほんにん

の意向
いこう

に基
もと

づいた計 画
けいかく

、住
す
まいや日 中

にっちゅう
活 動
かつどう

の場
ば
の確保

かくほ
、在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

の充 実
じゅうじつ

、緊 急
きんきゅう

時
とき

対 応
たいおう

の整備
せいび

、移行
いこう

支援
しえん

の拠 点 作
きょてんづく

りが必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

。上 記
じょうき

を、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

で協 議
きょうぎ

し、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じた障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

と

して、実 行
じっこう

に向
む
けた現 実 的

げんじつてき
計 画
けいかく

を作 成
さくせい

すべき。 

 

8. 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

を担
たん

保
ぽ
するためのナショナルミニマム

な し ょ な る み に ま む
のあり方

かた
について 

どのような地域
ちいき

で生 活
せいかつ

しても、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

がされるための最 低
さいてい

限度
げんど

のサービス
さ ー び す

水 準
すいじゅん

について示
しめ

すとともに、財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する社 会
しゃかい

システム
し す て む

を

構 築
こうちく

すべき。 

 

9. 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

における当事者
とうじしゃ

参 画
さんかく

について 

重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

も 含
ふく

めた 様 々
さまざま

な 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や家族
かぞく

などの 参 画
さんかく

義務付
ぎ む づ

けを

明記
めいき

。地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

に実 質 的
じっしつてき

に関
かん

与
よ
する

ことを、また、都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は絶
ぜつ

対 数
たいすう

が少
すく

ない障 害 者
しょうがいしゃ

の参 画
さんかく



保 障
ほしょう

と広 域 的
こういきてき

・専 門 的
せんもんてき

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と助 言
じょげん

役 割
やくわり

を果
は
たすこと、が重 要

じゅうよう
。 

 

10. 権利
けんり

擁護
ようご

を推 進
すいしん

していくための相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事業化
じぎょうか

につい

て 

相 談
そうだん

支援
しえん

には、 具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

につなげるものと、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

や権利
けんり

擁護
ようご

につながるものの二
に

種 類
しゅるい

がある。相 談
そうだん

支援
しえん

の拠 点
きょてん

として、寄
よ
り添

そ
う当事者

とうじしゃ
、専 門 的

せんもんてき
知識
ちしき

を有
ゆう

する支援者
しえんしゃ

、行 政
ぎょうせい

の３つの主 体
しゅたい

による 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

が 必 要
ひつよう

。また 専 門 的
せんもんてき

相 談
そうだん

や 絶
ぜつ

対 数
たいすう

が 少
すく

ない

障 害 者
しょうがいしゃ

への対 応
たいおう

などは広 域 的
こういきてき

に行
おこな

うことや、鳥 取 県
とっとりけん

・島根県
しまねけん

の「あい

サポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」のような、地域
ちいき

社 会
しゃかい

への普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

の活 動
かつどう

も不可欠
ふかけつ

。 

 

11. サービス
さ ー び す

の 質
しつ

の確保
かくほ

等
とう

のための 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

と第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

みにつ

いて 

基盤
きばん

整備
せいび

（量 的
りょうてき

な確保
かくほ

）が進
すす

まない中
なか

での質
しつ

の確保
かくほ

はあり得
え
ない。また苦 情

くじょう

という 形
かたち

で問題化
もんだいか

する以前
いぜん

の段 階
だんかい

での、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

とその関 係 者
かんけいしゃ

からの

話
はなし

をじっくり聞
き
く、事前

じぜん
相 談
そうだん

や寄
よ
り添

そ
い型

かた
の相 談

そうだん
支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。

その上
うえ

で、実 際
じっさい

に起
お
こってしまった苦 情

くじょう
については、実 態

じったい
として権利

けんり
保 障
ほしょう

す

るための苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に向
む
けた対 応

たいおう
機関
きかん

が必 要
ひつよう

。 

 

12. モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

や不服
ふふく

審査
しんさ

・苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

・権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の必 要 性
ひつようせい

につい

て 

不服
ふふく

審査
しんさ

や権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

しては、相 談
そうだん

支援
しえん

との連 携
れんけい

や不服
ふふく

申 立
もうしたて

の支援
しえん

等
とう

が

求
もと

められる。障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に関
かん

しては、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

単位
たんい

（審
しん

議会
ぎかい

そ

の他
た
の合議制

ごうぎせい
の機関

きかん
）でのモニタリング

も に た り ん ぐ
が 必 要

ひつよう
。地域

ちいき
課題
かだい

について、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

が上 記
じょうき

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

に課題
かだい

提起
ていき

をすることが出来
で き

る事
こと

とする。 

 

13. 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

でカバ
か ば

ーすべき部分
ぶぶん

と自治体
じちたい

が

担
にな

う役 割
やくわり

 

入 所
にゅうしょ

・入 院 者
にゅういんしゃ

、また自身
じしん

の意向
いこう

を伝
つた

えにくい障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

しては、第 三 者
だいさんしゃ



が 本 人
ほんにん

の 意向
いこう

を く み 取
と

る 支援
しえん

の 仕組
し く

み （ 相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の 訪 問
ほうもん

や

オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

の創 設
そうせつ

）も必 要
ひつよう

。また差別
さべつ

禁止
きんし

の意識
いしき

啓 発
けいはつ

や斡 旋
あっせん

・

調 整
ちょうせい

を目 的
もくてき

とした自治体
じちたい

レベル
れ べ る

の条 例
じょうれい

制 定
せいてい

も大 切
たいせつ

。 


